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地域の魅力 

●津保川の中流域に位置し、県道 58 号線関金山線沿いに広がる豊かな自然に恵まれた地域です。

地付きの住民がほとんどで､昔ながらの三世代同居も多く､その暮らし方から住みやすい地域だ

と考える人が 7割を超えています。 

地域の課題 

●生活インフラが地元だけでは完結できていない状況にあり、広く行動が出来ないと暮らしが不

便な地域性となっています。 

●水害をはじめとする災害や交通事故も頻発し、特に高齢者やこどもなど弱者への配慮が欠かせ

ませんが、防災（防犯）体制が決して十分にできているとは言えない状況です。 

●少子化が進み､1小 1中であり将来的に学校の存続が危ぶまれています｡ 

●民生委員・児童委員、主任児童委員は 5名､福祉委員は 14名（他自治会を兼務担当あり）と少な

い一方で地域は広く、きめ細かな見守り活動が難しくなっています。 

地域住民で出来る事 

●見守りネットワーク会議の開催による情報交換の場

づくり 

●富野ふれまちだよりによる情報発信 

●買い物支援バスの運行 

●富野ふれあい文化祭の開催による交流の場づくり 

 

 

     

支部社協が目指す地域の姿 

“つながり広げて～なごみの輪（わ）”をスローガンに「健康寿命関

市一」「住んで安全・暮らして安心」な地域を目指します。 

地域の概況 （R6.4月現在） 

人口 1,709人 

世帯数 693戸 

高齢化率 38.7％ 

年少人口比（0歳～14歳まで） 9.1％ 

民生委員・児童委員数 5人 

福祉委員数 14人 

  ＜研修会＞ 


